
平成26年浜松秋の芸術祭ボーイスカウト出展の方向性 平成2６年7月吉日

浜松東地区組拡委員長 稲野吉弘
●Ｈ２６浜松秋の芸術祭出展への考え方
（開催日予定はH２６年１０月１８日土曜、１９日日曜、鍛治町通り歩行者天国、昨年同規模）

昨年秋に参加いたしました”浜松秋の芸術祭”が今年も開催される運びとなりました。
さて今年はどのように考えていけばよいのか浜松地区、浜北天竜地区、浜松東地区の
三地区の関係者と参加の是非と規模について方向性を事前協議いたしました。

浜松地区
今年は周年事業があり、多くの支援ができる状況にない。
また、広報支援はするべきだが昨年の負担と効果を考えると程度を考慮するべき。

浜北天竜地区
今年は様々な活動が重なっており、隊指導者の支援が望めない。

浜松東地区
地区内関係者からの意見は少なくまとまりとはいえませんが、
組拡担当として言えることは、この地域にＢＳ広報はし続けるべきだと考えています。

結論 ボーイスカウト運動の置かれている状況からすれば”広報活動は継続したい、
従ってできる範囲でスリムにして参加する”となりました。
地区内運営応援をお願い申し上げます。

スリム案（手間いらず、運営しやすく、団委員・組拡中心の奉仕者、ユース支援を促す）

昨年内容 今年内容案
■参加主体は浜松連合協議会 ■参加主体は浜松連合協議会
■マーキ2×３間1張のＢＳPRブース ■ワンタッチ組立テント２～３張り連結
・カヌー１艇による体験コーナー ・カヌー１艇による体験コーナーは無
・割りばし鉄砲射的体験コーナー ・割りばし鉄砲制作コーナー
・振り向きドラゴン作成コーナー ・振り向きドラゴン制作コーナー
・ボーイスカウトクイズ（ｱﾝｹｰﾄ付き） ・ボーイスカウトクイズ（ｱﾝｹｰﾄ付き）
・募集先名簿１２０件 ・募集先候補の名簿集め
・運営時間１０時～２０時、２日間 ・運営時間の短縮１０時～１７時（１６時半）
・設営／徹営は２回 １７時以降は役員のみ受付対応

２日間
・設営／徹営
初日午前設営、終了後折りたたみ一泊、
翌朝設営夕方徹営

（ブース位置確定後
実行委員会と協議）

■エンディングファイヤー ■エンディングファイヤは無
歩行者天国規制の鍛治町通り車道ヤマハ前にて、
木組みによるエンディングファイヤの演出 自己満足に終わらず、周辺巻き込み策

を練ってのぞみ、今回は無。

■予算　浜松連合協議会と各地区 ■予算　　　浜松連合協議会

■運営奉仕者 ■運営奉仕者 常時１０～１２人
約６０人工 受付　２～４人 （交代含め）
常時１５～１６人 クラフト・ドラゴン４人
VＳ３０人 クラフト・割りばし鉄砲４人


